
学校番号 109 

令和２年度 芸術〔美術〕 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 2 単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校美術３ （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 １、２年次で学習したことのさらなる応用となるよう深く学習していきます。 

 高生徒一人一人の美術における表現や鑑賞の能力を一層高め、社会生活の中でも生きて働く創造的

能力や、自己の進路へ向けて主体的に生きる力を培おう。 

 卒業制作に向け「自ら課題を探し、表現力や創造力を学び取る」授業づくりを目ざします。 

 高校時代の「今」しか作れない、残せない作品を制作し、一生大切にできる財産を生み出しましょ

う。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、造形的な見方･考え方を働かせ、美的体験を豊かにし、生活や社会の中の

多様な美術や美術文化と深く関わる資質・能力を育成することを目ざす。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・ 

意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

評価シート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

構
成
課
題 

【絵画】【デザイン】【立体】 

【鑑賞】 

 オリエンテーション 

 平面構成 

アクリルガッシュ 

 立体構成 

 合評 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲

を高めている。美術作品など

のよさや美しさを感じ取り、

美術の働きや文化ついての

理解を深めている。 

b:表現をするために、構図・技

法の工夫がなされている。 

c:絵の具の扱いを理解し、表現

に繋げられている。 

d:生徒の作品を鑑賞し、様々な

作品に対して関心をもち、理

解を深めている。 

制作の様子 

 

作品 

 

ワークシート 

 

２
学
期 

卒
業
制
作 

【絵画】【デザイン】【立体】 

【映像メディア表現】【工芸】

【鑑賞】 

 2 学期を卒業制作期間とし、

平面又は立体、映像表現、

工芸等を選び、卒業制作作

品を制作する。 

 計画表と振り返りシートによ

り自ら毎回の授業を振り返

り、今後の見通しを立て、長

時間の制作を計画的に行

う。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲

を高めている。美術作品など

のよさや美しさを感じ取り、

美術の働きや文化ついての

理解を深めている。 

a: これまでの学習の集大成とな

る作品を制作するという姿勢

を持っている。 

b:表現をするために、構図・技

法の工夫がなされている。 

c:目的や意図に応じて材料や

用具の特性を生かし、表現方

法を工夫して、目的や計画を

基に表現している。 

d:作者の意図や表現の工夫、よ

さや美しさなどを感じ取り、

生活や社会を心豊かにする

美術の働きや作品などつい

て理解を深めている 

制作の様子 

 

アイデアス

ケッチ 

 

作品 

 

 

ワークシート 



３
学
期 

デ
ッ
サ
ン 

【絵画】 

・ 受験を踏まえて基礎デッサ

ンを中心に行う。 

 ものをみる視点や順序立て

たデッサンの工程を学ぶ。 

 明暗や質感の捉え方、遠近

感等の表現力を養う。 

 合評(鑑賞 

 ) 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲を

高めている。  

b:対象を見つめて、形体の特徴

をつかみ、構図などを工夫して

いる。  

c:デッサンの目的を理解し、鉛

筆の特性を生かして表現し

ている。 

d:生徒の作品を鑑賞し、様々な

作品に対して関心をもち、理

解を深めている。 

制作の様子 

 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

 

ワークシート 

※ 表中の観点について a: 美術への関心・意欲・態度   b: 発想や構想の能力 

c: 創造的な技能         d: 鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


